
Service Management 
Automation X (SMAX)
Service Management Automation X (SMAX)は、機械学習と分析の機能を搭載して一から 
構築された、ITおよびエンタープライズサービス管理、ITアセット管理のための初めての 
ソフトウェアソリューションです。市場をリードする UCMDBや Discoveryとすぐに統合が
可能です。オンプレミスでもクラウドでもデプロイ可能です。ビジネス状況の変化に応じて
一方から他方に移行することもでき、柔軟なライセンスオプションが用意されています。 

製品概要
SMAXは、モバイルデバイス、スマート仮
想エージェント、スマート電子メール、直感 
的に使用できるWebベースのセルフサービ
スポータルを介して ITやその他のサービス
デスクとやりとりするユーザーに、魅力的
で画期的なユーザーエクスペリエンスを 
提供します。このソリューションは ITOMプ
ラットフォーム上に構築されているため、 
ベアメタルから、仮想、さらに AWS、
Microsoft Azure、Google Cloud (Kubernetes
使用 )などのパブリッククラウドまでさまざ
まな環境で機能します。  コンテ
ナテクノロジーをベースとしてい
るため、ビジネス状況の変化に応
じて、ソリューションを容易に別
の環境に移行することができま
す。ITOMプラットフォームによ
り、SMAXおよびその他の ITOM
ソリューションで、アイデンティ
ティ管理、ライセンスおよびアク
セス管理、DevOpsライフサイク
ル、タスクの自動化、Discovery
および UCMDB、機械学習、分析、
ダッシュボード機能、レポート作
成など、数多くの共有サービスが
利用できるようになります。

SMAX は、IT Service Manage-
ment (ITSM)、IT Asset Manage-
ment (ITAM)、Enterprise Service 

Management (ESM)という重要な 3種類の
アプリケーションを 1つのソリューション
にまとめたものです。SMAXにより、ITSM
と ITAM はすぐに利用できます。SMAX 
Studioにより、コードを使用せずに簡単 
に拡張することもできます。ESMは、HR 
ワークフロー管理、考案および提案管理、
ポートフォリオ最適化などのすぐに使える
コンテンツをベースとしています。SMAX 
Studioにより、これらの拡張や最先端の 
コンテンツの追加を容易に行うことができ
ます。
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概要

 ■  ビッグデータの分析と機械学習のために一から
設計された、直ちに使用可能なベストプラク
ティスのサービス管理プロセス

 ■  最新の使いやすい包括的なセルフサービスとス
マート仮想エージェントにより、チケット数が
減少し、顧客満足度が向上

 ■  直ちに使用可能なユーザー定義プロセスのコー
ドレス設定により、シームレスなアップデー
トを低コストで実現

 ■  自動化、マルチテナント、デプロイメントの柔
軟性により、導入期間を短縮し、総所有コストを
削減。

 ■  IT Operations Management全般で使用される
専用の共有マイクロサービス
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主な利点
 ■ チケットの数が減少し、解決時間が短縮
 ■ エンドユーザーの自律性と満足度が向上
 ■ サービスの質が向上し、サービス 
レベルの順守数が増加

 ■ 総所有コストの削減
 ■ 価値実現までの時間の短縮と、 
継続的デリバリー

主な特長
ソーシャルコラボレーションによる 
スマートセルフサービス
サービスポータルは、ITおよびその他の事
業部門に関連する従業員の全リクエストを
一元管理する場所です。使いやすいインター
フェイスにより、ユーザーは自分でサポー
トのリクエスト、セルフヘルプナレッジベー
スの検索、サービスカタログの閲覧ができ
ます。 

スマートサーチでは、サービス管理モジュー
ルの中と外でグローバル検索ができるため、
ユーザーにセルフサービスのソリュー
ションを提供したり、サービスデスクエー
ジェントにソリューションを推薦したりで
きます。

スマートチケットは光学文字認識と機械学
習を利用して、サービスリクエストを自動
的に受理して分類し、的確にルーティング
します。 

スマート仮想エージェントは、24時間年中
無休のインテントベースの自動アシスタン
スを提供します。統合済みのライブチャッ
トまたは電子メールでこれを補完することに
より、継続的な顧客サポートを強化します。

ソーシャルコラボレーションには、投票機
能、「友達に聞く」機能、エンドユーザーが
コミュニティから回答を得てエンドユー
ザーの自律性を強化するのに役立つ調査機
能などがあります。 

オンザフライトランスレーションは、ポー
タルコンテンツとサービスデスクのアップ
デートへのアクセスを、エンドユーザーが
選んだ言語で提供します。 

Androidと iOSに搭載されているネイティ
ブモバイルアプリケーションは、Webサー
ビスポータルに、出先で管理する必要があ
る重要なタスクに的を絞った効率的なネイ
ティブインターフェイスを追加します。 

カタログ集約により、エンドユーザーは
SMAXサービスポータルからカタログの提
供をリクエストすることができます。これ
は、単一のユーザーインターフェイスによっ
て定義され実行される SMAXと連動して、
Micro Focus® Service Manager内で定義さ
れ、実行されます。IT部門は、すべてのビ
ジネスニーズを把握し、すべてのサービス
について SMAステータスに関するレポー
トを作成し、ガバナンスを強化することが
できます。

自動化されたエンタープライズ 
アプリケーション向けのモダンな 
ユーザーエクスペリエンス
サービスデスクの機能は、包括的な ITIL一式、
連動するサービス管理アプリケーション
(Service Request Management、Incident 
Management、Knowledge Management、
Problem Management、Change Manage-
ment、Release Management、Service Level 
Management、Configuration Management、
Catalogue Managementを含む )で構成され
ます。

Enterprise Service Management は、IT 
Asset Management、Project Management、
Human Resource workflow、Application and 
Service Portfolio Management、Financial 
Tr a c k i n g、 I d e a t i o n  a n d  P r o p o s a l 
Managementのアプリケーションで構成さ
れます。 

Asset Management は、Service Asset and 
Configuration Management、Vendor Mana-
gement、Contract Management、Procure-
ment and Software Asset Management の 
機能を提供します。 

Live Supportは、新しいサービスおよびサ
ポートのリクエストと電話で寄せられた問
い合わせを効率的に処理するのに役立つ重
要な情報とツールを、サービスデスクエー
ジェントに提供します。 

分析に基づくサービスデスク
変更分析機能は、利用可能なデータに基づ
くインサイトと、変更管理の改善の提案を
提供します。 
ホットトピック分析の高度な検索および分
析機能により、エージェントは、インシデン
ト、リクエスト、その他のレコードのパ
ターンを表示して分析し、そのパターンに
基づいてナレッジベースの記事または問題
レコードを作成することができます。

ChatOpsは、インシデントの検索、表示、
更新のコマンドを提供して人とツールのコ
ラボレーションを実現します。また、推奨
される知識記事と、知識管理モジュール内
の該当の知識記事全文へのハイパーリン
クを表示します。Microsoft Teams、Slack、
Mattermostなどのコラボレーションツー
ルをコマンドラインインターフェイスから
使用して、SMAXとこれらのツールがリン
クされます。 

コードレス設定と容易なアップグレード
Studioを使用すると、コードレス設定機能
によりプロセスベースのユーザー定義アプ
リケーションとサポートファイルを作成す
ることができます。簡単に使用できるため、
ITスタッフの支援を受けずにビジネスプロ
セスオーナーがアプリケーションを開発で
きます。 

コードレス設定では、アプリケーションの
フィールド、フォーム、ビジネスルール、プ
ロセス、通知の定義と編集ができるほか、ア
プリケーション用にデータのインポートと
カスタムアクションの定義もできます。コー
ドレスによりアップデートが容易なため、 
顧客は新機能にほぼ瞬時にアクセスできま
す。結果として所有総コストが低減します。

Marketplaceは、Studioで作成されたアプ
リケーションの共有とアプリケーション作
成のためのコミュニティを提供します。
SMAXを容易に拡張できます。 

柔軟な展開オプション 
SMAXは、ベアメタル、仮想マシン、クラ
ウドにデプロイできます。AWS、Microsoft 
Azure、Google Cloud (Kubernetes 使用 )に
対応します。SMAXは、AWS Marketplace
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でも提供されます。世界中の数多くのサー
ビスプロバイダーが、サービスとして
SMAXを提供しています。SMAXをパブリッ
ククラウドまたはサードパーティのホス
ティングにより使用することで、作成され
た国、地域、業界が要求するデータの主権
とセキュリティが保証されます。SMAXは
ITOMプラットフォーム上に構築されている
ため、コンテナデプロイメント基盤と事前
統合済み使用事例をベースとする自動デプ
ロイメントが可能です。最短ダウンタイム
によるインプレイスアップデート、自動拡
張と再利用が可能なマイクロサービスと
REST APIによるビルトインスケーラビリ
ティが含まれています。 

SMAXはマルチテナントソリューションで
あり、1回のインストールで複数のテナント
にデプロイし、開発、テスト、運用環境に
使用できます。また、サービスプロバイダー
は、複数テナントデプロイメントにより単
一のインストールで複数の顧客向けの環
境をホストすることができます。マルチテ
ナントコンソールとグリッドにより、エー
ジェントで単一のユーザーインターフェイ
スで複数の顧客の SMAXテナントのレコー
ドの表示と編集ができます。

詳細情報はこちら：
www.microfocus.com/itsm

システム要件 
SMAXには、Expressと Premiumの 2つのエディションがあります。それぞれの機能の概要
は下の表のとおりです。顧客は、ユーザー名ライセンスと同時使用ユーザーライセンスから
選択できます。セルフサービスと承認者ユーザーに制限はありません。

 エディション  SMAX Express   SMAX Premium

  エディションの使用
事例

  Service Management 
Enterprise Service Management

    Service Management
     Enterprise Service Management
    Asset Management

  特長     サービスデスクとサービスポータル
    ネイティブモバイルアプリ
    スマート分析
    ChatOps
    Studio
     スマート仮想エージェント
    Service Level、Change、Release、

Knowledge、Incident、and Problem 
Management

    SACM
    Universal CMDB
    Vendor Management
    Service Catalogue Management
    Service Portfolio Management

    SMAX Express +
    Catalogue Aggregation
    Contract Management
    Procurement Management
    Idea & Proposal Management
    Application Portfolio Management
    Project & Programme Management
    Software Asset Management
    Financial Management

  提供形態   CDF   CDF

  パブリッククラウド
のサポート

  AWS、Microsoft Azure、Google Cloud   AWS、Microsoft Azure、Google Cloud

  サポート対象の 
OSとデータベース 

   サポートマトリックス    サポートマトリックス

https://www.microfocus.com/ja-jp/about/contact/
mailto:jp-info-enterprise@microfocus.com
http://www.microfocus-enterprise.co.jp
http://www.microfocus.com/itsm
https://docs.microfocus.com/itom/Service_Management_Automation_-_X:2018.02/Support-matrix-for-on-premises-deployment_19895404
https://docs.microfocus.com/itom/Service_Management_Automation_-_X:2018.02/Support-matrix-for-on-premises-deployment_19895404

